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※このおたよりは、食に関する情報を載せていますので、お子さんと一緒にご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 6 年 １０ 月 

編 集 ・ 発 行 

福知山市学校給食会 

学校給食センター 

（中学校） 

れい わ 

ここ数年で、「SDGs」という言葉をよく目にするようになりました。SDGsとは

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」を略した言葉で、国

際連合に加盟する193の国々が、2030年までに達成すべき17の目標です。現在、

世界では気候変動、飢餓、紛争、感染症など、さまざまな課題を抱えていますが、

これらを解決し、世界中のすべての人が、安心して暮らし続けられる社会を目指す

ものです。 

地産地消を推進

しています。 

安心して食べられるよう 

衛生的に調理しています。 

 

栄養バランスを考えた 

献立を提供しています。 

自分が食べられる量を考え、 

食べる前に調整する。 
食器を大切に使う。 食べられる人は、 

なるべく残さず食べる。 

秋はいもやくり、ぶどう、かきなど、おいしいものがたくさんあり、

「食欲の秋」とも言われています。しかし、おいしいからといって、食

べ過ぎるのはよくありません。間食をとる時も様々なことに注意して、

食べるものを選びましょう。 

間食は時間と量を決めるべし 

間食は何を買いますか？ 

甘いものやスナック菓子、清涼飲

料などが多いと、糖分や脂質のとり

すぎになります。カルシウムや鉄な

どの不足しがちな栄養素がとれるも

のを選びましょう。 

間食は、３回の食事でとりきれないエネルギ

ーや栄養素を補うためにとるものです。だらだ

ら食べ続けたり、たくさん食べすぎて３回の食

事に影響したりしないようにしましょう。その

ため、間食をとる時は食べる時間と量を決める

ことが大切です。さらに間食の内容にも気を配

って、選ぶようにしましょう。 

身近なSDGsを意識してみませんか？ 

日常の中で、できることから取り組んでみませんか？ 

市内学校給食の米飯は、福知山産コシヒカリを使っています！ 

 新米の季節となりました。 

福知山市内の学校給食の米飯は、全量、福知山産コシヒカリを使っています。 

市内の農家の方が栽培されたお米を子どもたちに食べてもらい、地域のお米のおいしさ

を味わってほしいと思います。 

このほか、給食では、市内産農産物を味わってもらうよう、地元産の野菜も使用してい

ます。 

 


